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クロマグロの品種 改良,有用魚 の選別を行うた

めには,有 用形質に相関するDNAマ ーカーを見

つけ出す必要がある。有用形質を担うDNAが 明

らかとなれ ば仔魚の段階で選抜し将来の親魚とし

て編成する事が可能となる。現在のところクロマグ

ロの有川形質に関連する遺伝子マーカーは不明

であり,多数のDNAマ ーカーを見つけ出し,これ

らの中から有用マーカーを明らかにすることによ

ってクロマグロの選抜が 可能となる。

材料と方法

供 試 魚 は,完 全養 殖 二代 口仔 魚 三齢魚(奄 美

親 魚産)を 用 いた。これ らは大 島 事 業 場か ら毎 週

出荷 され,体 重,全 長,尾 叉長 等の情 報 と共 に標 本

としたクロマグロ全i血山来ゲノムDNAを 用 いた。4.

でのべたRDA法,RAPD法 およびISSR法 で多

型 バ ンドの有 無 を検 証 した。加 えて,近 畿 大 学 で

作 成 され たBACク ロー ン1,536個 のend

sequencingを 行 い,2-5塩 基か ら構 成 されるタンデ

ムリピー トを含 む配 列 を探 索 した。

結果と考察

RDA法 にて17本,RAPD法 にて少 なくとも数 十

本,及 びISSR法 にて50本 の多型 断片 を同定 した。

RAPD法 は再 現 性 が 良くない場 合 があるの で今

後 は1つ ず つクローン化 し,primerの 配 列 を至 適

化 しなが ら,再現す るかつ 親 魚 集 団か ら次世 代 に

遺 伝 す る 多 型 断 片 を 探 索 す る。BACend

sequencingで は71の マイクロサテライトマーカー

候 補 を同 定 した。今 後 は個 体 毎 にこの候 補 断 片

が 多型 を示 す か否 か確 認をす る。また,こ のend

sequencingお よそ1000本 の配 列の トリミングを正

確 に行 い,将 来 のSNPマ ー カー検 出の為の情 報

源 とする。

今年5月 より,大島事 業場 から出荷 されるクロマグ

ロはその体長,体 重,性 別 等 の情 報 とともに遺伝 子

標 本 を採 取す る体 制を確 立した。これ らクロマグロ

標 本 は世 界 唯 一一のもので,今 後 の クロマ グロの選

抜 に必 須な,また極 めて重要 な試 料 である。
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